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㸴 生活環境の整備 

 

ᲢᲫᲣ現況と問᫆点 

 

ᮏ⏫ࡢ水㐨ࠊࡣ」地区ࡢ簡易水㐨ࡾ࡞ࡽ࠿⏫内全域࡟普及ࠊࡾ࠾࡚ࡋ௧和元ᖺ度㸦「019 ᖺ度㸧ᮎࡢ普

及率ࡣ ࡽ࠿供用開始ࡶ࡜各簡易水㐨ࠋࡿい࡚ࡗ࡞࡜％「.99 」5 ᖺ௨ୖࡀ経過ࠊࡋ施設ࡢ老朽໬ࡀ進࡛ࢇ

ࡋ実施ࢆ施設改修࡞計⏬的ࡿࡼ࡟⏬改修計ࡓࡋ策定࡟࡛ࡲࢀࡇࠊࡽ࠿࡜ࡇࡿ状況࡛あ࡞必要ࡀ改修ࡾ࠾

࡚いࠋࡿ今後ࠊ健全࡛持⥆可能࡞経営ࢆ推進ࠊࡵࡓࡿࡍ簡易水㐨஦業ࡢ統合࡜企業会計方式ࡢ導入ࡢ検

討ࢆ進࡚ࡋ࡜ࡿࡵいࠋࡿ 

ୗ水㐨施設ࠊࡣᏳ全࡛快適࡞生活環境ࡢ整備ࠊ࡜公共用水域ࡢ水質保全࡟ࡵࡓࡢḞく࡞ࡁ࡛ࡢ࡜ࡇい

･汚水処理施設整備ࡢ࡝࡞ୗ水㐨ࠊࡣ࡚ࡗ࡜࡟⏫ᮏࡿࡍ᭷ࢆ増殖河川ࢫケ࣐ࢧࡢ多くࠊ࡟特ࠋࡿあ࡛ࡢࡶ

普及ࡿࡼ࡟河川࡝࡞公共用水域ࡢ水質保全ࡣ重要࡞施策࡛あࠋࡿ 

昭和ࡣ࡛⏫ᮏࠊࡵࡓࡢࡇ 50 ᖺ㸦19】5 ᖺ㸧ࡽ࠿ୗ水㐨஦業࡟着手ࠊࡋ中心市街地࡛あࡿ標津市街地区

ᖹ成ࠋࡿい࡚ࡋ完了ࡰ࡯ࢆい࡚整備ࡘ࡟川໭市街地区ࡿ集落࡛あࡢ第஧࡜ 「4 ᖺ度㸦「01「 ᖺ度㸧ࠊࡣࡽ࠿

ୗ水㐨஦業ᑐ象区域ࢆ除く⏫内全域ࢆᑐ象࡟浄໬槽஦業࡟着手ࠊࡋୗ水㐨஦業࡜併せ生活排水処理ࡢ普

及ಁ進ࢆᅗ࡚ࡗい࡛ࢁࡇ࡜ࡿあࠋࡿ 

標津市街地区ࡢ汚水ࢆ処理࡚ࡋいࡿ標津⏫ୗ水㐨管理センࠊࡣ࣮ࢱ昭和 【1 ᖺ㸦198【 ᖺ㸧ࡢ供用開始

௨来 」5 ᖺࡀ経過࡚ࡋ設備ࡢ࡝࡞老朽໬ࡀ進࡛ࢇい࡛ࡲࢀࡇࠊࡽ࠿࡜ࡇࡿ電気設備ࡢ計⏬的࡞更新ࢆ実

施ࠊࡀࡓࡁ࡚ࡋᖹ成 「】 ᖺ度㸦「015 ᖺ度㸧࡟策定ࡓࡋୗ水㐨長ᑑ命໬計⏬及びୗ水㐨ࢺࢫック࣐ネࢪメ

ンࢺ計⏬ࢆ基ࠊ࡟施設ࡢ延命໬ࢆᅗࠊࡘࡘࡾ計⏬的࡞更新ࢆ行࡚ࡗいくࠋ 

一方ࠊᚑ来ࡋࡽ࠿ᒀ処理ࡘ࡟い࡚ࠊࡣᖹ成 15 ᖺ㸦「00」 ᖺ㸧1 ᭶ࡽ࠿一般廃棄物ࡢ最終処分場ࡢ業務

ୗ水㐨ᮍ実施地ࡾࡼ࡟普及ࡢୗ水㐨ࡣ現在ࠊࡾ࠾࡚ࡗ行ࢆ広域処理ࡾࡼ࡟㺀根室໭部衛生組合㺁ࡓࡵ含ࢆ

区ࡘ࡟い࡚処理ࢆ行࡚ࡗいࠋࡿ 

自然環境࡜調和ࡓࡋ魅力あࡲࡿち࡙くࢆࡾ推進ࡿࡍᮏ⏫࠾࡟い࡚ࠊ衛生的࡞生活環境ࢆ確保ࡵࡓࡿࡍ

࠿࡜ࡇࡿࡍ要ࢆ経費ࡢ多㢠ࠊࡀࡿ課㢟࡛あ࡞重要ࡣイクࣝࢧࣜࡢ資源ࠊ処理࡞効率的࡛適ṇࡢࡳࡈࠊ࡟

 ࠋࡿい࡚ࡋ処理ࠊࡋ整備ࢆ施設ࡢࡵࡓࡢ関ಀ⏫࡛広域処理ࡽ

容ࣜ法ࡢࡵࡓࡢ㺀ࣜࢧイクࣝセン࣮ࢱ㺁ࡀᖹ成 1【 ᖺ㸦「004 ᖺ㸧】 ᭶ࠊ࡟可燃性廃棄物ࡢ処理ࠕ࡟焼却

処理施設ࠖࡀᖹ成 19 ᖺ㸦「00】 ᖺ㸧4᭶ࢀࡒࢀࡑ࡟供用ࢆ開始ࠕࠊ࠿࡯ࡓࡋ一般廃棄物最終処分場ࠖࡀᖹ

成 1【ᖺ㸦「004 ᖺ㸧8 ᭶ࢀࡒࢀࡑ࡟供用開始ࠋࡓࡋ 

火葬場。斎場〃ࠊࡣ昭和 49 ᖺ㸦19】4 ᖺ㸧】 ᭶࡟組⧊ࡓࡋ㺀中標津⏫外 「 ⏫葬斎組合。標津⏫･中標津⏫･

別ᾏ⏫〃㺁ࡾࡼ࡟共ྠ運営ࠊࡾ࠾࡚ࡋ現在ࡢ施設ࠊࡣ老朽໬࡟伴う改築࡟࡝࡞着手ࠊࡋᖹ成 「】ᖺ度㸦「015

ᖺ㸧ࡽ࠿改࡚ࡵ供用ࢆ開始ࠋࡓࡋ 

墓地ࡘ࡟い࡚ࡣ 「 霊園 【 墓地ࡀあࠊࡀࡿ合ྠ墓や改葬ࡾࡼ࡟࡝࡞墓ࡲࡌいࡿࡍケ࣮ࡀࢫ増え࡚ࠊࡾ࠾

使用状況ࡢ再確認ࢆ実施ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ今後ࡢ需要ࢆ考慮ࡓࡋ区⏬整理ࡀ必要࡚ࡗ࡞࡜いࠋࡿ 

ᮏ⏫ࡢ消防行政ࠊࡣ昭和 4】 ᖺ㸦19】「 ᖺ㸧4 ᭶ 1 日࡟発足ࡓࡋ根室໭部消防஦務組合࡟所属ࡋ推進ࡋ

࡚いࡢࡑࠋࡿ構成⏫ࡣᮏ⏫ࠊ࠿࡯ࡢ中標津⏫ࠊ別ᾏ⏫ࠊ羅臼⏫࡛ࠊ消防ᮏ部所在地ࡣ中標津⏫࡛あࠋࡿ 

消防団ࡘ࡟い࡚ࠊࡣᮏ団ࠊ第 1 分団ࠊ第 「分団ࠊ第 」分団及び第 4 分団ࡽ࠿成ࠊࡾ௧和 」ᖺ㸦「0「1 ᖺ㸧
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4 ᭶ 1日現在ࡢ団員数ࡣ 11」  ࠋࡿい࡚ࡗ࡞࡜ྡ

消防施設ࡢ整備ࠊࡣ消防署庁舎࣭各分団詰所ࡢ新築及び改築ࡰ࡯ࡣ࡝࡞終了ࠊࡀࡓࡋ更新時期ࢆ迎え

 ࠋࡿ࡞࡜必要不可Ḟࡀ計⏬的整備ࡢ消防車両ࡿ

௚方人的࡞面࡛ࠊࡣ救急救命士ࡢ養成࡜増員ࡀ課㢟࡛あࠋࡿ特ࠊ࡟ᮏ⏫ࡣ 【「4.49ｋ㎡ࡢ広ࡀࡉあࡾ救

急車ࡀ到着࡟࡛ࡲࡿࡍ約 」0 分ࢆ要ࡿࡍ地域ࡶあࠊࡣ࡟ࡽࡉࠊ࡜ࡇࡿᾏ࡛௙஦ࡿࡍࢆ多くࡢ漁業関ಀ者

必要࡛ࡀ人ᮦ確保ࡿ出来ࡢ心肺蘇生ࡢࡵࡓࡿせࡓ保ࢆ命ࡢࡑ࡟࡛ࡲ行うࢆ救命行Ⅽࡀ救急隊員ࠊࡾ࠾ࡀ

あࠊࡵࡓࡿ普通救命講習修了者。ࣂイࢱࢫンࡢ〃࣮ࢲ養成ࢆᅗࡿ必要ࡀあࠋࡿ 

公営住宅ࡢ管理戸数ࡣ௧和元ᖺ㸦「019 ᖺ㸧1「᭶時Ⅼ࡛ 419 戸࡜⏫内全世帯数ࡢ 18％超ࢆ占ࠊࡾ࠾࡚ࡵ

公営住宅ࡢ࡬依存度ࡀ高い状況࡚ࡗ࡞࡜いࠊࡽ࠿࡜ࡇࡿ௧和 「 ᖺ度㸦「0「0 ᖺ度㸧࡟更新ࠕࡓࡋ標津⏫公

営住宅長ᑑ命໬計⏬ࠖ࡟基࡙いࠊࡓ計⏬的࡞公営住宅ࡢ管理࣭修⧋࣭更新ࢆ行うࠕࠊࡾ࠾࡚ࡋ࡜࡜ࡇ標

津⏫人口ビࢪョンࠖࡿࡼ࡟人口ࡢ将来推計ࢆ࡝࡞踏ࡲえࠊ௧和 11 ᖺ㸦「0「9 ᖺ㸧࡟࡛ࡲ 」」5 戸ࡿࡍ࡜計

⏬࡛あࠋࡿ 

ᮏ⏫ࡢ防災ᑐ策ࠊࡣᖹ成 【 ᖺ㸦1994 ᖺ㸧10᭶発生ࡢ㺀໭ᾏ㐨東方沖地震㺁ࡿࡼ࡟大࡞ࡁ被害ࢆ教訓ࠊ࡟

防災設備ࢆ࡝࡞中心ࡿࡍ࡜整備ࢆ重Ⅼ࡚ࡋ࡜進ࠋࡓࡁ࡚ࡵ 

防災ᑐ策ࡢ基ᮏࡿ࡞࡜情報収集࡜伝㐩ࡵࡓࡢ㺀防災行政無線㺁ࡢ全戸設置ࠊ㺀地震津波職員参集装置㺁ࡢ

開ᒁࠊ࠿࡯ࡓࡋࢆ地区別避難場所ࡢ整備ࠊ防災備蓄品ࡢ整備㸦備蓄倉庫建設ࢆ含ࡴ㸧ࠊ࡝࡞順ḟᑐ策ࢆ

施ࠊࡾ࠾࡚ࡁ࡚ࡋᖹ成 1「 ᖺ㸦「010 ᖺ㸧」 ᭶ࢆࡽࢀࡇࠊࡣ࡟総括ࡓࡋ㺀標津⏫地域防災計⏬㺁ࢆ策定ࠊࡋ

⏫民ࡢ生命や財産ࢆ災害ࡽ࠿Ᏺࡢࡵࡓࡿ関ಀ各機関ࡢࢀࡒࢀࡑ位置付けや避難基準ࢆ確ࡋ࡜ࡢࡶࡿࡓ

࣮ࢨࣁ津波࣭洪水ࠊ整備ࡢ管理河川水位計⏫ࠊ開通ࡢ㺀標津市街防災㐨路㸦標津環状線㐨路㸧㺁ࠊ࠿࡯ࡓ

 ࠋࡿあࡘࡘ整いࡣ防災ᑐ策基盤࡝࡞໬ࣝࢱࢪࢹ更新࣭整備࣭ࡢップ࣐ࢻ

ソフࢺ面࠾࡟い࡚ࠊࡣ標津高校生ࡀ被災地ࡢ視察ࡾࡼ࡟࡝࡞学習ࢆ࡜ࡇࡓࡋ地域ࡢ中学生࡟出前授業

ᚠ環型防ࠕࡿࡍ࡜行うࢆ学習࣭授業ࡢ様ྠࠊࡣ࡟際ࡓࡗ࡞࡜標津高校生ࡀ中学生ࡓけཷࢆ授業ࠊ行いࢆ

災教育 ࡞避難訓練ࡿࡍ防災授業や⏫内会࡛実施ࡢ࡬児童࣭生ᚐࡿࡼ࡟気象予報士ࡿい࡚ࡋ採用࡛⏫ࠊࠖ

 ࠋࡿい࡚ࡋ実施࡚ࡋ⥆⥅ࢆ組ྲྀࡿせࡉᾐ透ࢆ基礎ࡢいう防災ᑐ策࡜ࡿᏲ࡛ࡽ自ࢆ身ࡢࡽ自ࠊࡾࡼ࡟࡝

 

ᲢᲬᲣそƷ対策 

 

○各種関連計⏬࡟基࡙くࠊ水㐨施設ࠊ廃棄物処理施設や公営住宅࡝࡞生活環境基盤ࡢ計⏬的࡞更新࣭改

良࣭修⧋ࢆ行うࠊ࠿࡯健全࡛持⥆可能࡞経営ࢆ推進ࠊࡵࡓࡿࡍ公営企業会計方式࡜経営戦略ࡢ導入࡟

維持ࡢ住民生活基盤࡞持⥆可能ࠊࡾࡼ࡟財政運営࡞健全ࡓࡗ沿࡟ࡋ将来見通࡞中期的ࡿࢀࡉ構築ࡾࡼ

 ࠋࡿࡵ進ࢆ

○地域防災計⏬ࠊ国土強靭໬地域計⏬及び必要࡟応ࡌ策定ࡓࡋ B（P㸦業務⥅⥆計⏬㸧ࠊࡾࡼ࡟大規模災

害時࠾࡟けࡿ行政機能ࡢ早期᚟旧࣭⥅⥆ࢆ確保ࠊࡋ住民ࡢ生活環境基盤ࡢᏳ定໬ࢆ確保ࠊ࠿࡯大規模

災害発災直後࠾࡟けࡿ救急活動や避難所࡛ࡢᏳ全࡞生活環境確保ࡢࡵࡓࡢ必要࡞人ᮦ࣭機ᮦ࣭備蓄品

 ࠋࡿࡵ進࡚ࡋ⥆⥅ࢆ整備ࡢ

○現在ᮍ稼働ࡢ広域໬௨前ࡢ一般廃棄物処理施設㸦焼却施設㸧ࡢ老朽໬ࡀ進ࠊࡾ࠾࡛ࢇ周ᅖࡣ࡟乳牛育

成施設ࠊ牧草地ࠊ忠類川ࡢ⏫࡝࡞基幹産業࠾࡟けࡿ重要࡞施設や河川ࡀあࠊࡽ࠿࡜ࡇࡿ倒壊࣭飛散ࢆ

ᮍ然࡟防Ṇࡵࡓࡿࡍ撤去ࠋࡿࡍ 
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○水㐨ࡢ状況㸦௧和 「ᖺ 」 ᭶ 」1 日現在㸧 

施設Ʒ名称 標津地区簡易水ᢊ 川҅地区簡易水ᢊ 薫別地区簡易水ᢊ 計 

人口ナ人) 3,676 ビ,4ピ7 84 5,ビ87 

給水人口ナ人) 3,675 ビ,4画ビ 77 5,ビ53 

 間給水᣽ナ㎥) 8画3,ピ7ビ 4画5,ピ画画 7,ピ36 ビ,ピビ5,7画7࠰

ビ 日࠯均給水᣽ナ㎥) 3,ビ35 ビ,4ビ4 6ビ 4,6ビ画 

普及率ナ%) 99.97 98.ビ8 9ビ.67 99.34 

水源Ʒ種類 ウラップ川表流水 ウラップ川表流水 
薫別川支流アǷǹȔ
ǪȞȊイ川表流水 - 

 

○ୗ水㐨ࡢ状況࠙特定環境保全公共ୗ水㐨஦業 㸦௧和ࠚ 「ᖺ 」᭶ 」1 日現在㸧 

区分 
計ဒ処理
面積ナ㎡) 

計ဒ処理
人口ナ人) 

計ဒ汚水᣽
日最大ナ㎥) 

排水方式 処理方法 
排水人
口ナ人) 

普及率
ナ%) 

標
津
処
理
区 

全体計画 
(S50～R2) 

192 2,780 1,440 

分流式 

標準活性
汚泥法 

2,806 54.1 
事業計画 

(S50～R2) 
172 2,730 1,420 

川
北
処
理
区 

全体計画 
(H7～R2) 

84 970 390 オキシデ
ーション
ディッチ

法 

949 18.3 
事業計画 

(H7～R2) 
84 970 390 

合
計 

全体計ဒ 276 3,75画 1,83画 - - 

3,755 72.4 

事業計ဒ 256 3,7画画 1,81画 - - 

 

○浄໬槽ࡢ状況࠙浄໬槽市⏫ᮧ整備推進஦業 㸦௧和ࠚ 「ᖺ 」᭶ 」1 日現在㸧 

ғ分 計ဒ設置基数(基) 設置基数(基) 排水人ӝ(人) 普及率(%) 

全体計ဒ 
(リ24～R3) 

157 

129 335 6.5 
地域計ဒ 

(リ24～R3) 
157 

 

○消防団員ࡢ状況㸦௧和 」 ᖺ 4᭶ 1日現在㸧                     。単位：人〃 

ғ分 団長 副団長 分団長 副 分 団 長 部長 班長 団員 計 

本団 1 3 1 1 1 1 6 14 

第 1 分団   1 1 4 8 12 26 

第 2 分団   1 1 2 5 6 15 

第 3 分団   1 1 4 7 25 38 

第 4 分団   1 1 2 4 12 2画 

計 1 3 5 5 13 25 61 113 
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○消防分団ࡢ状況 

分団の名称 管轄ғ域等 備考 

第 1 分団 標津 
伊茶仁、忠類、住Ӵထ、東浜ထ、茶志骨、茶志骨パイȭȃト、

東茶志骨 

第 2 分団 ᕣ別 浜Ӟ多糠、崎無異 

第 3 分団 川҅ ҅標津 

第 4 分団 Ӟ多糠 ɥӞ多糠 

標津消防署 署員 21 名  

 

○火災発生状況 

 度 建物火災 建物以外の火災 計 備考࠰

リ22 2 3 5  

リ23  1 1  

リ24 2  2  

リ25 1 5 6  

リ26 1 2 3  

リ27 3 3 6  

リ28 2 5 7  

リ29  4 4  

リ3画  1 1  

R 元 4 1 5  

過去 1画   均発生件数 4.画࠯の࠰

 

○救急業務出動状況 

ғ分 リ22 リ23 リ24 リ25 リ26 リ27 リ28 リ29 リ3画 R1 計 

火災            

交通 18 13 23 24 14 16 2画 18 16 13 175 

労働 4 13 5 6 6 6 8 4  2 54 

運動   1 2 1  2 1 1  1画 

一般 13 19 21 17 19 19 26 19 25 22 2画画 

自損 3 6 4 1 3 5 4 2 2 4 34 

急病 82 78 1画2 96 85 97 8画 96 83 83 882 

風水害            

水難 1 2  1    2   6 

加害 2  1   1 1  2 1 8 

病ᨈ搬送 52 67 79 7画 85 91 99 96 82 71 792 

その他 2 1 1        4 

計 177 199 237 217 213 235 24画 238 211 196 2,165 
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○公営住宅管理戸数㸦௧和 」ᖺ 4᭶ 1 日現在㸧 

第 1 種住宅 第 2 種住宅 新法 計 

123 戸 236 戸 42 戸 4画1 戸 

 

○公営住宅建設計⏬ 

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 

- - - - 1 棟 4 戸 1 棟 4 戸 - 

- - - - 標津 標津 - 

 

○公営住宅住戸改善計⏬ 

改善種別 R2 R3 R4 R5 R6 R7 

居住性向ɥ型    2 棟 4 戸 2 棟 4 戸 1 棟 2 戸 

福祉ݣ応型    2 棟 4 戸 2 棟 4 戸 1 棟 2 戸 

長ݤ命҄型 2 棟 12 戸 6 棟 14 戸  2 棟 4 戸 2 棟 4 戸 1 棟 2 戸 

。出典：全࡚標津⏫調࡭〃 

 

ᲢᲭᲣ計ဒ 

 

 ஦業計⏬㸦௧和 」ᖺ度～】 ᖺ度㸧 

 

持続的発展 

施策ғ分 

事業名 

(施設名) 
事業内容 

事業 

主体 
備考 

５ 

生
活
環
境
の
整
備 

(1)水道施設    

 簡易水道 薫別水道連絡管設置工事 町  

 計装設備改築更新事業 町  

 簡易水道施設耐震補強事業 町  

 標津簡易水道水源開発事業 町  

(2)下水処理施設    

公共下水道 下水処理施設 機械設備改築更新 町  

 下水処理施設 電気設備改築更新 町  
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持続的発展 

施策ғ分 

事業名 

(施設名) 
事業内容 

事業 

主体 
備考 

５ 

生
活
環
境
の
整
備 

 ୗ水処理施設 建築設備改築更新 ⏫  

 標津処理場 耐水໬計⏬策定 ⏫  

 川໭処理場 耐震診断 ⏫  

 標津処理区 管路改築更新 ⏫  

その他 公共浄໬槽等整備推進事業 ⏫  

(3)廃棄物処理施

設 
   

ごみ処理施設 一般廃棄物最終処分場施設整備事業 
根室໭部

衛生組合 
 

 一般廃棄物最終処分場機器更新事業 
根室໭部

衛生組合 
 

 旧焼却施設解体事業 ⏫  

し尿処理施設 し尿受入施設更新事業 
根室໭部

衛生組合 
 

その他 資源ごみ収集車整備事業 ⏫  

(5)消防施設 小型動力ポンプ付水槽車整備 
根室໭部消

防事務組合 
 

 小型動力ポンプ積載車整備 
根室໭部消

防事務組合 
 

 消防庁舎屋ୖ防水塗装及び外壁塗装工事 
根室໭部消

防事務組合 
 

 水槽付消防ポンプ自動車整備 
根室໭部消

防事務組合 
 

(6)公営住宅 公営住宅計⏬修繕事業 ⏫  

 公営住宅建設事業 ⏫  
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持続的発展 

施策ғ分 

事業名 

(施設名) 
事業内容 

事業 

主体 
備考 

５ 

生
活
環
境
の
整
備 

。7〃過疎地域持⥆

的発展特別事業 
   

生活 

空ࡁ家等ᑐ策計⏬策定事業 

 管理不全空ࡁ家ࡢ発生抑制ࡿࡼ࡟生活環境ࡢ保全࡜

住宅資源ࡢ࡚ࡋ࡜活用ࢆ検討ࡋ地域住民ࡢ生活基盤ࡢ

確保࡟資ࠋࡿࡍ 

⏫ 
本事業ࡢ効果

 及ぶ࡟将来ࡣ

 

地方公営企業会計法適用事業㸦簡水ࠊୗ水㸧 

地方公営企業会計法ࡢ適用ࠊࡾࡼ࡟健全࡞公営企業会

計࡜⏫財政ࢆ確保ࠊ࡛࡜ࡇࡿࡍ地域住民ࡢ生活環境基盤

 ࠋࡿࡍ資࡟確保ࡢ

 ࠌ ⏫

環境 

沿㐨࣭公園等整備事業 

 ⏫民協働ࡢ環境整備࡚ࡋ࡜沿㐨ࡢ花壇整備ࠊ࡝࡞美ࡋ

い街並ࡳ景観࡙くࢆࡾ進ࠋࡿࡵ 

 ࠌ ⏫

 危険施設撤去 

旧焼却施設解体事業 

倒壊࣭飛散ࡢ恐ࡀࢀあࡿ広域化௨前࡟⏫独自施設ࡋ࡜

࡚整備ࡋた一般廃棄物ࡢ焼却場ࢆ撤去ࠊࡋ近隣ࡢ牧草

地ࠊ乳牛育成施設や河川ࡢ࡬悪影響ࢆ未然࡟防Ṇࠋࡿࡍ 

 ࠌ ⏫

 防災࣭防犯 

緊急防災ᑐ策事業 

防災訓練や備蓄品ࡢ整備ࠊ࡝࡞災害ᑐ策ࡢ充実ࢆ図

 ࠋࡿ

 ࠌ ⏫

 

循環型防災教育推進事業 

地域ࡢ高校生ࡀ被災地ࡢ視察ࡾࡼ࡟࡝࡞学びࠊそࡢ成

果ࢆ中学生࡟ᑐࡋ出前授業ࢆ実施ࢆࢀࡇࠋ繰ࡾ返࡜ࡇࡍ

地元ࠊ࠿ほࡿ図ࢆ情勢ࡢ愛郷心࡜向ୖࡢ防災意識ࡾࡼ࡟

高校ࡢ࡬進学ࡢ動機࡙ಁࡀࡅ進さࠋࡿࢀ 

 ࠌ ⏫

 

ᲢᲮᲣ公共施設等総ӳ管理計ဒ等Ʊの整ӳ 

 

当該計⏬及び個別計⏬ࡢ理念࡜目的ࡢ࡜整合性ࢆ図ࠊࡽࡀ࡞ࡾ既存施設ࡢ利用ಁ進ࠊ長ᑑ命化及び適

ṇ化ࢆ進ࠋࡿࡵ 
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㸵 子育て環境の確保、高齢者等の保健及び福祉の向上及び増進 

 

ᲢᲫᲣ現況Ʊ問題点 

 

近ᖺࠊ少子化や核家族化ࠊ待機児童増加ࠊ࡝࡞子ࡾྲྀࢆࡶ࡝巻く諸環境ࡣ変化࡚ࡋいࠋࡿ 

本⏫࠾࡟い࡚ࠊࡶ過疎化ࡢ進行ࡿࡼ࡟子ࡢࡶ࡝減少ࠊ子育࡚費用ࡢ増加ࡿࡼ࡟家計ᅽ迫ࠊ共働

ࡢ高い学校教育࣭保育ࡢ質ࠊࡽࡀ࡞ࡋᑐ応࡟࡝࡞変化ࡢ保育環境ࡿࡼ࡟増加や核家族化ࡢ世帯ࡁ

提供や人口減少地域ࡿࡅ࠾࡟保育ࡢ確保ࠊ࡝࡞健全࡞子育࡚環境ࢆ整えࡀ࡜ࡇࡿ重要࡞課㢟࡞࡜

 ࠋࡿい࡚ࡗ

子育࡚支࣭ࡶ࡝標津⏫子ࡶ࡛⏫本ࠊࡁ基࡙࡟子育࡚支援法࣭ࡶ࡝子ࡢ国ࠊ中ࡢ状況࡞うࡼࡢࡇ

援事業計⏬㸦第 2 期ࠊ௧和 2～6 ᖺ度㸧࡟定ࢀࡽࡵた子育࡚支援࡟関ࡿࡍ方向性ࡾࡼ࡟支援体制

 ࠋࡿあ࡛ࢁࡇ࡜ࡿい࡚ࡋ展開ࢆ施策ࡢ࡝࡞充実ࡢ

ල体的ࠊࡣ࡟幼稚園ࠊ保育園ࠊ子育࡚支援ࢭンタ࣮ࠊ母子通園ࢭンタ࣮ࢆ統合ࡋたࠕ標津࡝ࡇ

ᖹ成ࢆ園ࠖࡶ 29 ᖺ度࡟供用開始ࠊࡋ幼保一元化ࡿࡼ࡟教育࣭保育ࡢ質ࡢ向ୖや子育࡚支援機能

たࡋ実施࡚ࡅ先駆࡟国ࠊ࠿ほࡿい࡚ࡗ図ࢆ充実ࡢ 3 歳児௨ୖࡢ保育園࣭幼稚園ࡢ保育料無料化ࠊ

18 歳未満ࡢ子ࡿ࠿࠿࡟ࡶ࡝医療費ࡢ全㢠ຓ成ࠊ࡝࡞子育࡚家庭ࡢ࡬経済的支援ࢆ進ࡁ࡚ࡵた結

果ࠊ子育࡚世௦ࡀ転入超過㸦2017 ᖺ～2019 ᖺᖹ均㸧傾向࡟変遷ࠊ࡝࡞ࡿࡍそࡢ成果ࡀ結実ࡘࡋ

 ࠋࡿあࡘ

௧和 」ᖺ 4᭶ 1日現ᅾࡢ高齢化率ࡣ 将来推ࡢ国立社会保障࣭人口問㢟研究ᡤࠊࡀࡿい࡚ࡗ࡞࡜4%」.1「

計人口࡜ࡿࡼ࡟௧和 「「ᖺ㸦「040 ᖺ㸧ࡣ࡟ ௧和ࠊ4%「.「4 4「 ᖺ㸦「060 ᖺ㸧ࡣ࡟ ୖࡀ高齢化率࡛ࡲ50.08%

昇࡜ࡿࡍさ࡚ࢀいࠋࡿ 

そࡢࡽࢀᑐ策ࢻ࣮ࣁࠊ࡚ࡋ࡜面࡛ࠕࠊࡣ特別養護老人ホ࣮࣒標津ࡍ࡞ࡲࡣ苑。社会福祉法人標津福祉会〃ࠖ

標ࠊ中ࡿࡲ高ࡀ高齢者施設需要ࡶ後ࡢそࠊࡀたࢀ開設さࡀࠖ〃認知症ᑐ応型共同生活介護施設。民間ࠕ࡜

津福祉会ࠕࡾࡼ࡟サ࣮ビࢫ付ࡁ高齢者向ࡅ住宅ࠖࠕ࡜小規模多機能型居宅介護施設ࠖࡀᖹ成 「8 ᖺ度࡟

整備さࢀたࠋ 

介護࠾࡟い࡚ࠊࡣ前述ࡢ介護ᑐ応施設ࢻ࣮ࣁࡿࡼ࡟整備ࠊࡾࡼ࡟介護保険基盤ࡢ整備ࡀ図࡚ࢀࡽいࡿ

地域ࡿࢀ提供さ࡟充実させ一体的ࢆ支援ࡿࡍᑐ࡟࡝࡞いࡲ住ࠊ介護予防ࠊ医療ࠊ介護ࠊࡀࡿあ࡛ࢁࡇ࡜

包括ࢣアࢫࢩテ࣒ࡿࡼ࡟ソフࢺ面࡛ࡢ支援体制ࡢ構築ࡢたࠊࡵ⏫直営ࡢ地域包括支援ࢭンタ࣮ࡀ中核機

関ࡢ࡚ࡋ࡜役割ࢆ担うࠊ࡟ࡶ࡜࡜関ಀ機関や事業ᡤࠊ地域住民ࡢ࡜࡝࡞連携ࡾࡼ࡟地域ࡢ高齢者ࢆ支え

 ࠋࡿい࡚ࢀࡽ図ࡀࡾ体制࡙くࡿ

障ࡀい者福祉࡟関ࠊࡣ࡚ࡋ障害者総合支援法࡟基࡙く児童発㐩支援等事業ᡤࡢ指定ࡅཷࢆた母子通園

発㐩相談支援࣭療育࣭ࠊࡋᑐ࡟保護者ࡢ児童やそࡢ発㐩障害等ࠊ学習障害ࡀ専門職員ࠊࡾࡼ࡟ンタ࣮ࢭ

介護援ຓࢆ実施ࡲࠊࡾ࠾࡚ࡋたࠊᖹ成 18 ᖺ㸦「006 ᖺ㸧ࡢ障害者自立支援法ࡢ施行࡟合わせࠊ⏫ෆ࡟共

同作業ᡤࠕキࣛࣜ工ᡣࠖࢆ立ちୖ࡛ࡲࢀࡇࠊࡆ引ࡀࡾࡶࡇࡁち࡞障ࡀいࡗࡶࢆた方々ࡀ通ᡤ࡛࡜ࡇࡿࡍ

充実ࡋた日々ࢆ送ࡼࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿうࠊࡾ࡞࡟ᖹ成 「4 ᖺ㸦「01「 ᖺ㸧ࡣ࡟就労⥅⥆支援Ｂ型指定事業ᡤ

௧和ࠊ࠿ほࡿい࡚ࢀࡽ図ࡀ推進ࡢ充実࣭強化ࡢ支援体制ࠊ࡝࡞ࡿࡍ移行࡬ 」 ᖺ㸦「0「1 ᖺ㸧ࡣ࡟生活ࡢ拠

点࣮ࣝࢢࡿ࡞࡜プホ࣮࣒ࡶ整備さࠊࢀ就労環境࡜住環境ࡢ両面࡛ࡢ支援体制ࡀ確保さࢀたࠋ 
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ᲢᲬᲣそのݣ策 

 

○女性ࡢ就職率ୖࡢ昇や就労形態ࡢ多様化࡟伴いࠊ保育体制や子育࡚相談事業ࡢ充実ࢆ図ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿ

住民࡟分ࡾ࠿やࡍい子育࡚情報ࡢ提供ࢆ行うࠊࡋ࡝࡞出生率ࡢ向ୖࢆ図ࠋࡿ 

○㺀標津⏫健康࡜福祉ࡢ村㺁ࡢ施設整備࡟基࡙ࠊࡁ各施設ࡀ連携ࠊࡋ福祉サ࣮ビࡢࢫ供給体制ࢆ充実ࡿࡍ

たࡵ保健師ࠊ介護福祉士ࠊ看護師ࠊ࡝࡞保健福祉専門職員ࡢ資質及び技術ࡢ向ୖ࡟ດࠋࡿࡵ 

○70 歳௨ୖࢆᑐ象ࡋ࡟たࢫࣂ無料回数券ࡢ配布ࠊࡋ⥆⥅ࢆ通院や日常生活ࡢ࡬活用ࠊ࡝࡞高齢者福祉ࡢ

充実ࢆ図ࡿほࠊ࠿医療機関ࡢ࡬通院ࡀ困難࡛あࡿ 70 歳௨ୖࡢ非課税世帯ࢆᑐ象࡟通院ࡢたࡢࡵ交通

 ࠋࡿࡍ⥆⥅実施࣭ࢆイヤ࣮ຓ成事業ࠖࣁ高齢者等通院ࠕࠊࡵたࡿࡍ確保ࢆ

ࢆ増大ࡢた就労機会ࡋ࡜目的ࢆ社会参加ࠊ充実ࡢいࡀࡁ生ࡢ高齢者ࠊ࡚ࡋ通ࢆ活動ࡢ勤労会࣮ࣂࣝࢩ○

図ࠋࡿ 

○介護保険制度ࡢ෇滑࡞実施ࢆ図ࡿたࠕࠊࡵ高齢者福祉施設等連絡会議ࠖࢆ通ࠊࡌ⏫ෆࡢ関連施設࡜連

携࡚ࡋサ－ビࢫ供給提供体制ࢆ充実ࠋࡿࡍ 

○社会福祉法人㺀標津⏫社会福祉協議会㺁ࡢ活動ࢆ推進ࠊࡋニ－࡟ࢬᑐ応࡛ࡿࡁ各種サ࣮ビࡢࢫ提供࡜団

体ࡢ強化充実ࢆ図ࠋࡿ㸦ࠕいࡁいࡁサロンࠖࠕ地域福祉支援ネッࢺワ࣮ࠕࠖࢡあࢇࡋࢇサ࣏࣮ࢭࢺンタ࣮ 㸧ࠖ 

○各居宅介護支援事業ᡤ࡜地域包括支援ࢭンタ࣮࡛ࡢ連携ࢆ維持ࠊࡋ必要࡞情報ࡢ共᭷や知識ࡢ習得ࠊ

技術ࡢ向ୖ࡟ດࠊࡵ効果的ࢣ࡞ア࣐ネ࣓ࢪンࢺ体制ࢆ維持ࡿࡍほࠊ࠿健康管理や介護予防ࡢたࡋࠕࡵ

ࡿࡼ࡟浸透ࡢ介護予防事業ࠊ行いࢆた展開ࡋ⥆⥅ࡢ百歳体操ࠖࡁいࡁいࠕ事業ࠖやࢺ健康࣏インࡘ࡭

健康ᖺ齢ࡢ底ୖࢆࡆ図ࠋࡿ 

○障ࡀい者福祉࡟関ୖࠊࡣ࡚ࡋ記ࠕࡢキࣛࣜ工ᡣࠖࠕ࡜障ࡀい者࣮ࣝࢢプホ࣮࣒ࠖࡢ両輪ࠊࡾࡼ࡟就労

たࡗ࡞࡜一体ࡀ行政࡜事業者ࠊ家族࣭保護者ࡢそࠊい者ࡀ障ࠊࡵດ࡟持⥆的確保ࡢ生活拠点࡜機会ࡢ

支援ࢆ展開ࠋࡿࡍ 

 

園入園者数㸦௧和ࡶ࡝ࡇ○ 」ᖺ 4᭶ 10 日現ᅾ㸧                   。単位：人〃 

ғ分 画 歳児 1 歳児 2 歳児 3 歳児 4 歳児 5 歳児 計 

標津認定こƲも園 2 16 15 32 37 26 128 

川҅認定こƲも園 画 7 8 11 1画 2画 56 

 

○65 歳௨ୖࡢ人口ࡢ推移㸦各ᖺ 4᭶ 1 日現ᅾ㸧。単位：人ࠊ%〃 

度 総人ӝ 65࠰ 歳以ɥ人ӝ 比率 資料 

リ27 5,382 1,5画2 27.91 住民基本台帳 

リ28 5,331 1,537 28.83 〃 

リ29 5,344 1,567 29.32 〃 

リ3画 5,317 1,584 29.79 〃 

R 元 5,251 1,596 3画.39 〃 

R2 5,16画 1,582 3画.66 〃 

R3 5,画8画 1,587 31.24 〃 

。出඾：全࡚標津⏫調࡭〃 
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ᲢᲭᲣ計ဒ 

 

 事業計⏬㸦௧和 」ᖺ度～7 ᖺ度㸧 

 

持続的発展 

施策ғ分 

事業名 

(施設名) 
事業内容 

事業 

主体 
備考 

６ 

子
育
て
環
境
の
確
保
、
高
齢
者
等
の
保
健
及
び
福
祉
の
向
上
及
び
増
進 

。8〃過疎地域持続

的発展特別事業 
   

 児童福祉 

子ࡶ࡝医療費ຓ成事業 

18 歳௨ୗࡢ子࡟ࡶ࡝ಀࡿ医療費をຓ成すࠊ࡛࡜ࡇࡿ次

௦を担う子ࡢ保健ࠊ福祉を増進しࠊ子育࡚しやすいまち

࡙くࡾを推進すࠋࡿ 

⏫ 
本事業ࡢ効果

 及ぶ࡟将来ࡣ

 

出産祝い金支給事業 

新た࡟⏫民ࡗ࡞࡜た新生児ࡢ誕生を࠾祝いす࡜࡜ࡿ

児童࡜活性化ࡢ⏫ࠊ出産を奨励しࡢ次௦を担う子ࠊ࡟ࡶ

 ࠋࡿ発育を推進す࡞健全ࡢ

 ࠌ ⏫

 高齢者࣭㞀害者

福祉 

通院࢖ࣁヤ࣮ຓ成事業 

医療機関ࡢ࡬通院࡟困難ࡀあࡿ高齢者等࡟ᑐし࡚ࠊ通

院࡟要すࡿ経費ࡢຓ成を行うࠊࡾࡼ࡟࡜ࡇ必要࡞通院機

会ࡢ確保࡝࡞を図ࠋࡿ 

 ࠌ ⏫

 

高齢者等無料ࢫࣂ利用事業 

交通弱者࡛あࡿ高齢者等࡟ᑐし࡚ࢫࣂ無料回数券を

配布しࠊ通院や日常生活ࡢ࡬活用ࠊ࡝࡞高齢者福祉ࡢ充

実を図ࠋࡿ 

 ࠌ ⏫

 

シ࣮ࣝࣂ勤労会事業 

公共施設周辺ࡢ清掃ࠊ環境整備ࡢ࡝࡞作業をシ࣮ࣝࣂ

勤労会࡟委託しࠊ高齢者ࡢ就業機会ࡢ確保や生ࡀࡁいᑐ

策࡟資すࠋࡿ 

 ࠌ ⏫

 

高齢者࣭㞀ࡀい者福祉施設家賃等ຓ成事業 

経済的࡞理由ࡾࡼ࡟専門的࡞高齢者福祉施設ࡢ࡬入

居࡞ࡁ࡛ࡀい高齢者や㞀ࡀい者ࡢ住環境ࡢ確保ࡢたࠊࡵ

家賃等ࡢ一部をຓ成し安心し࡚暮ࡽせࡿ地域࡙く࡟ࡾ

資すࠋࡿ 

 ࠌ ⏫

健康࡙くࡾ 

しࡘ࡭健康ポ࢖ンࢺ事業 

健康診断ࡢ受診や運動事業ࡢ࡬参加࡟ᑐし࢖ンࢭン

テࣈ࢕を付与すࠊ࡛࡜ࡇࡿ健康࡙く࡜ࡾ௓護予防ࡢ࡬動

機࡙ࡅをಁ進しࠊ健康年齢ࡢ底ୖࡆを図ࠋࡿ 

 ࠌ ⏫

 

ᲢᲮᲣ公共施設等総ӳ管理計ဒ等Ʊの整ӳ 

 

当該計⏬ࡢ理念࡜目的ࡢ࡜整合性を図ࠊࡽࡀ࡞ࡾ既Ꮡ施設ࡢ利用ಁ進ࠊ長ᑑ命化及び適正化を進ࠋࡿࡵ 
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㸶 医療の確保 

 

ᲢᲫᲣ現況Ʊ問題点 

 

本⏫ࡢ医療機関ࠊࡣ標津⏫国民健康保険標津病院1箇所し࡞࠿く⏫民ࡢ安心࡛ࡿࡁ医療ࡢ確保ࡢたࠊࡵ

患者࡟ᑐすࡿ最大ࡢ誠意を1ࠊ࡚ࡗࡶ 次医療࡟重点を置いた診療を行࡚ࡗいࠋࡿ 

少子･高齢化ࠊ人口減少ࠊࡣ病院ࡢ運営࡟大࡞ࡁ影響を及ぼし࡚ࠊࡾ࠾特࡟財政࡟与えࡿ問題。赤Ꮠᑐ

策〃ࡣ年々厳しさを増し࡚いࠋࡿ 

現在ࡢ診療ࠊࡣ内科ࠊ外科ࡢ 2科࡛ࠊ医師 5 人体制࡛ᑐ応し࡚ࠊࡾ࠾久留米大学医学部ࢫࡽ࠿ム࣮ࢬ

࡞確保や看護師ࡢ医療ࡿಀ࡟特定診療科ࡢ࡝࡞小児科･整形外科ࠊし࠿しࠋࡿい࡚ࢀ行わࡀ医師派遣࡞

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞࡜必要ࡀ確立ࡢ医療体制࡞広域的ࠊࡾ課題࡛あࡶ確保ࡢ医療従事者࡝

⏫内唯一ࡢ医療機関࡜し࡚夜間診療࣭訪問診療࣭訪問看護࣭௓護保険ࡿࡼ࡟ケࣛࣉ࢔ン作成ࠊ࡝࡞⏫

民ࡢニ࣮࡟ࢬあࡗたサ࣮ビࢫを提供し࡚ࠊࡾ࠾௒後ࡶ医療機器ࡢ整備ࡾࡼ࡟医療ࡢ充実を図ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿ

⏫広報紙࡝࡞を利用し࡚ࠊ人間ࢻックや健康診断࡝࡞をಁ進す࡛࡜ࡇࡿ⏫民ࡢ健康増進࡟資す࡜࡜ࡇࡿ

すࠋࡿ 

 

ᲢᲬᲣそのݣ策 

 

○耐用年数を経過した医療機器ࡢ更新を計⏬的࡟行いࠊ地域ࡅࡘࡾ࠿࠿ࡢ医࡜し࡚ࡢ機能ࡢ確保ࠊࡾࡼ࡟

安心し࡚暮ࡽせࡿ地域࡙くࡾを進ࠋࡿࡵ 

○老朽化した医師住宅ࡢ更新を進ࠊࡵ医師ࡢ安定確保࡟ດࠋࡿࡵ 

○住民ࡢ QOL 向ୖࠊ࡟入院患者や外来患者࡟ᑐすࣁࣜࡿビࣜ࡜訪問ࣜࣁビࣜを進࡚ࡵいくたࠊࡵ施設基

準を満たすࡼう病院施設ࡢ増改築を行うࠋ 

○将来࡟わた࡚ࡗ医療従事者を安定確保しࠊ持続的࡞医療ࡢ提供基盤ࡢ整備を図ࡿたࠊࡵ医療技術職を

目指す学生ࡢ修学金ࡢ貸付制度࡟⏫ࠊ࡜就業すࡿ㝿ࡢ確保ᑐ策貸付金制度ࡢ周知を図ࠋࡿ 

 

○⏫立標津病院ࡢ状況㸦௧和 3年 4月 1日現在㸧 

Ҕ師数 看護師 看護補助者 ᕤ剤師 検査技師 理学療法士 

5 

(内科 4、外科 1) 

42 

(正看 37、準看 5) 
8 1 2 1 

作業療法士 ્射線技師 事務職員 給食職員 その他 計 

1 2 1画 1 1 73 

。出典：標津⏫調࡭〃 
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㸦３㸧計⏬ 

 

 事業計⏬㸦௧和 3年度～7 年度㸧 

 

持続的発展 

施策ғ分 

事業名 

(施設名) 
事業内容 

事業 

主体 
備考 

７ 

医
療
の
確
保 

医1)診療施設    

 病院 
標津⏫国民健康保険標津病院་療機器整備事業 

人工࿧吸器ࠊ超音波診断装置ほ࠿ 
⏫  

 健診室整備事業 ⏫  

  ⏫ 他 ་師ఫ宅更新事業ࡢࡑ 

医」)過疎地域持⥆

的発展特別事業 
   

 自治体病院 

་療技術職員等確保ᑐ策事業 

་療技術者ࢆ目指ࡍ学生ࡢ࡬修学資金貸付制度等࡟

་ࡢ地域ࠊࡾࡼ࡟進ಁࡢ活用࡜徹底ࡢい࡚制度周知ࡘ

療技術者ࡢ安定確保࡟資ࠋࡿࡍ 

⏫ 
ᮏ事業ࡢ効果

 及ぶ࡟将来ࡣ

 

ᲢᲮᲣ公共施設等総ӳ管理計ဒ等Ʊの整ӳ 

 

当該計⏬ࡢ理念࡜目的ࡢ࡜整合性ࢆ図ࠊࡽࡀ࡞ࡾ既存施設ࡢ利用ಁ進ࠊ長ᑑ࿨໬及び適ṇ໬ࢆ進ࠋࡿࡵ 
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㸷 教育の振興 

 

ᲢᲫᲣ現況Ʊ問題点 

 

ᮏ⏫࡛ࡣ女性ࡢ社会進出ಁࡢ進࡟伴う共稼ࡂ家庭ࡢ増加ࠊࡾࡼ࡟併せ࡚増加傾向ࡓࡗ࡞࡜保育ニ࣮ࢬ

ᑐ策ࠊ࡚ࡋ࡜ᖹ成 「6ᖺ㸦「014 ᖺ㸧4 月ࡽ࠿幼稚園使用料ࠊࢆᖹ成 「7 ᖺ㸦「015 ᖺ㸧4 月ࡽ࠿保育園使用

料ࢀࡒࢀࡑࢆ無料໬ࠊࡋ経済的事情ࡿࡼ࡟幼児教育ࡿࡅཷࢆ機会ࡢ格差是ṇ࡟加えࠊᖹ成 「9 ᖺ㸦「017

ᖺ㸧4 月ࡣࡽ࠿標津地༊࣭川໭地༊࡚࡟幼保連携型認定こࡶ࡝園ࢆ整備ࠊࡓࡲࠊ標津地༊࠾࡟い࡚ࡣ児

童発㐩支援事業所࡜親子交流館ࡢ機能ࢆ付加ࡓࡋ施設࡚ࡋ࡜整備ࠊࡋ幼児教育ࢫ࣮ࣞࢲ࣮࣎ࡢ໬ಁࢆ進

 ࠋࡿい࡚ࡋ

ᮏ⏫ࡢ子育࡚支援施策ࡢ柱ࡶ࡜いえࡿ認定こࡶ࡝園ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ現在入園希望者ࡀ定数ୖࢆ回ࡿ状況

確保ࡢ保育教諭ࠊࡵࡓࡿい࡚い⥆ࡀ中Ṇࡢࢀ入ࡅ新規ཷࡽ࠿୙足ࡢࢫペ࣮ࢫ人員や保育ࠊࡾ࠾い࡚⥆ࡀ

ᑐ策ࡀ急務࡚ࡗ࡞࡜いࠋࡿ 

学校教育࠾࡟い࡚ࠊࡣ少子໬ࡾࡼ࡟過去最大 14 校あࡓࡗ教育施設ࠊࡣ現在࡛ࡣ統廃合ࡀ進ࡳ標津地

༊࣭川໭地༊࡟ᑠ学校࡜中学校ࡀ各 1 校ࡢ全 4 校࡚ࡗ࡞࡜いࠋࡿ 

௧和 」ᖺ㸦「0「1 ᖺ㸧4月ࡽ࠿全面実施さࡓࢀ中学校ࡢ新学習指ᑟ要領࡜既࡟実施済ࡢࡳᑠ学校ࢆ含ࡵ

ࡓ 9 ᖺ間࡛ࡵࡁࠊ細࡞࠿指ᑟࡢ充実ࢆ図ࠊࡾこ࡛ࡲࢀ実践ࠕࡓࡁ࡚ࡋ標津型学習ࣝ࢖ࢱࢫ㸦課題解決型

授業㸧ࠖ  ࠋࡿい࡛ࢇ組ࡾྲྀ࡟連携ࡢ校種間ࠊ授業改善࡞組織的ࠊࡵࡓࡢ定着࡜確立ࡢ

体育࠾࡟い࡚ࠊࡣ中学校࠾࡟い࡚全国ᖹ均࡟㐩࡞ࡋい項目ࡀ多いこࠊࡽ࠿࡜体育科ࡢ授業改善等ࢆ図

௧和元ᖺ度㸦「019ࠊࡵࡓࡢ定着ࡢ運動習慣ࡢࡽ࠿幼児期ࠊࡾ ᖺ度㸧ࡽ࠿地域࠾こࡋ協力隊ࡿࡼ࡟こࡶ࡝

園࡛ࡢ体力࡙ࡾࡃや࣒ࣜࢬ運動ࢆ実践ࠊࡾ࠾࡚ࡋ今後ࡶこྲྀࡢࡽࢀ組ࠋࡿࡍ⥆⥅ࢆ 

ࢫ重要性や栄養バࣛンࡢ食事ࠊࡽ࠿࡜こࡿ࡞࡜基礎ࡢ体力や学力向ୖࠊ健康ࡢࡶ࡝子ࡣ食生活ࠊࡓࡲ

食育授࡜給食指ᑟࡿࡼ࡟栄養教諭ࠊࡵࡓࡿ図ࢆ定着ࡢい食習慣ࡋࡲ望࡜い知識ࡋṇࡿࡍ関࡟食生活࡝࡞

業ࢆ推進࡚ࡋいࠋࡿ 

近ᖺࠊ学校教育ࡾྲྀ࡟入ࡓࢀࡽࢀ I（T 教育ࡢ推進ࠊࡣ࡟低I低A 校内ࡓࡋク࣮ࣝ構想࡛整備ࢫ Wじ-達じ ࡜ 1

人 1 ࡣ࡟授業ࠊࡋ活用ࢆ端ᮎࡢྎ I（T ᑐ応࡛࡟社会ࢺ࣮࣐ࢫࡀ児童ࠊ࡝࡞ࡿࡍ配置ࢆ支援員ࡓࡋ精通࡟

ࡄ防ࢆపୗࡢコ࣑ュニケ࣮ション能力ࠊ学力ࡿࡼ࡟依存࢔࢕ࢹ電子࣓ࠊࡀࡓࡁ࡚ࡵ進ࢆ整備ࡢ基盤ࡿࡁ

ᑐ策ࢆ併せ࡚実践ࡿࡍ必要ࡀあࠋࡿ 

⏫内唯一ࡢ㐨立標津高等学校ࡢࡑࠊࡣ存置ࡵࡓࡢ通学費ࠊ教材や制服௦ࡢ補ຓ࡝࡞多ࡢࡃ支援ࡅ⥆ࢆ

௧和ࠊࡀࡔࢁこ࡜ࡓࡁ࡚ 「 ᖺ㸦「0「0 ᖺ㸧ࠊ௧和 」ᖺ㸦「0「1 ᖺ㸧࡜ 「 ᖺ⥆ࡢ࡚ࡅ 1 間口編成ࠊࡾ࡞࡜今後

ࡾࡼ࡟理由ࡢ࡝࡞少子໬ࡶ 「 間口ࡢ࡬復活ࡀ見込࡞ࡵい状況࡚ࡗ࡞࡜いࠊࡀࡿᮏ⏫ࡣ࡚ࡋ࡜地域ࡢ人口

保持や地域活性໬࡬୚えࡿ影響ࡀ多大࡞施設࡜考えࡿこࠊࡽ࠿࡜新࡞ࡓ魅力࡙ࢆࡾࡃ図ࡿ傍ࡢ⏫ࠊࡽ関

わࡾ方ࡘ࡟い࡚ࠊ໭海㐨ࡓࡋ࡜ࡵࡌࡣࢆ関ಀ機関連携ࡿࡼ࡟早急࡞検討ࡀ必要࡚ࡗ࡞࡜いࠋࡿ 

活動ࡢᮍ来塾ࠖࡘ࡭ࡋࠕࡓࡋ࡜目的ࢆ育成࣮ࢲ࣮ࣜࡢ担うḟ世௦ࢆ将来ࡢ⏫ᮏࡣ࡟生涯学習ࠊ他ࡢࡑ

支援やࠊᮏ計⏬࡛こ࡛ࡲࢀ触ࡓࡁ࡚ࢀ産業࣭地域資源ࡢ࡝࡞豊富࡞魅力ࢆ題材ࡓࡋ࡜体験活動ࢆ通ࡓࡌ

学びࡢ場ࡢ確保ࠊ子ࡢࡶ࡝読解力࣭創造力࣭語彙力ࡢ向ୖࡢࡵࡓࡢ環境࡙ࡿࡼ࡟ࡾࡃ読書習慣ࡢ定着ࢆ

推進࡚ࡋいࠋࡿ 
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ᲢᲬᲣそのݣ策 

 

○保育ニ࣮ࡢ࡬ࢬᑐ応ࠊࡵࡓࡢ保育教諭免許ྲྀ得支援や奨学金ࡢ償還支援制度ࡢ創設ࡾࡼ࡟保育教諭ࡢ

安定的確保ࢆ進ࠋࡿࡵ 

○学習障害ࠊ注意Ḟ陥ࠊ多動性障害ࢆ࡝࡞含ࡓࡵ特別支援教育ࡢ充実ࡾࡼ࡟障ࡀいࡢあࡿ児童ࡢ早期発

見࡜自立࡟向ࡓࡅ適切࡞個別指ᑟ体制ࢆ図ࠋࡿ 

○低I低A I（Tࠊࡵࡓࡢ実践࡞着実ࡢク࣮ࣝ構想ࢫ ࡁᑐ応࡛࡟໬社会ࢺ࣮࣐ࢫࠊࡋ配置ࢆ支援員ࡓࡋ精通࡟

 ࠋࡿࡵດ࡟育成ࡢ児童࣭生徒ࡿ

○統廃合や老朽໬ࡀ࡝࡞進ࡴ教育施設ࡢ維持管理ࠊࡵࡓࡢ௧和元ᖺ度㸦「019 ᖺ度㸧࡜௧和 「 ᖺ度㸦「0「0

ᖺ度㸧࡟策定ࠕࡓࡋ学校施設等長ᑑ࿨໬計⏬ࠖࠕ࡜教育施設整備計⏬ࠖࡢ着実࡞実践ࡿࡼ࡟教育基盤

 ࠋࡿࡵ進ࢆ持⥆的発展ࡢ

○㐨立標津高等学校ࡢ存置ࡢࡵࡓࡢ支援措置ࡢ⥆⥅ࡢほࠊ࠿新࡞ࡓ魅力࡙࡝࡞ࡾࡃ施策ࡢ拡充ࢆ図ࠋࡿ 

○こ࡛ࡲࢀ実践ࡓࡁ࡚ࡋ 1「 ᖺ間ࠕࡢ園ᑠ中一貫教育ࠖྲྀࡢ組࡟高校ࢆ含ࡓࡵ校種間連携ࢆ推進ࠋࡿࡍ 

○ḟ世௦࣮ࢲ࣮ࣜࡢ育成ࡘ࡭ࡋࠕࡵࡓࡢᮍ来塾ࠖࡢ活動支援ࡿࡍ⥆⥅ࢆこࠊࡾࡼ࡟࡜持⥆ྍ能࡞社会形

成ࢆ推進ࠋࡿࡍ 

○読書習慣ࡢ定着ࡾࡼ࡟読解力等ࡢ向ୖࢆ図ࠊࡵࡓࡿ読書環境࡙ࢆࡾࡃ進ࠋࡿࡵ 

○地域࠾こࡋ協力隊制度ࢆ活用ࡋ設置࣮࣏ࢫࠕࡓࡋツ支援員ࠖࠊ࡜五輪௦表選手ࢆ委嘱࣮࣏ࢫࠕࡓࡋツ

親善大使ࠖࠊࡾࡼ࡟幼児ࡽ࠿高齢者ࡢ࡛ࡲ体力࡙࡜ࡾࡃ運動習慣ࡢ定着ࡿࡼ࡟健康࡙ࢆࡾࡃ進ࠋࡿࡵ 

 

○校舎ࡢ状況㸦௧和 」ᖺ 4 月 1日現在㸧                       医単఩：㎡) 

学校名 基準面積 
保有面積 

備考 
鉄筋 鉄骨 木造 計 

標津小学校 3,26画 2,639 777 99 3,515  

標津中学校 3,画6画 2,画43 2画4  2,247  

川҅小学校 3,398 1,793 1,画14 65 2,872  

川҅中学校 2,643 2,453  65 2,518  

 

○屋体ࡢ状況㸦௧和 」ᖺ 4 月 1日現在㸧                       医単఩：㎡) 

学校名 基準面積 
保有面積 

備考 
鉄筋 鉄骨 木造 計 

標津小学校 922  63画  63画  

標津中学校 922  595  595  

川҅小学校 1,162  1,画67  1,画67  

川҅中学校 1,162  962  962  

 

 

 

 



標津⏫過疎地域持続的発展市⏫ᮧ計⏬ 

42 

 

○新学࣭就職ࡢ状況                               医単఩：人ࠊ%) 

ғ分 
中学校 

卒業者数 

標津高校 中標津高校 
中標津 

農業高校 
他管内

私立等 
就職 

普通 普通 商業 情報 計 生産ȷ食品 

リ27   度卒 61 34 12 1  13 1 13࠰

リ28   度卒 65 36 11   11  18࠰

リ29   度卒 55 34 8 1  9 1 11࠰

リ3画  度卒 49 25 6 1  7 2 14 1࠰

R 元࠰度卒 57 19 11 3  14 4 2画  

R2   度卒 48 12 17  2 19  17࠰

医出典：全࡚標津⏫調࡭) 

 

ᲢᲭᲣ計ဒ 

 

 事業計⏬㸦௧和 」ᖺ度～7 ᖺ度㸧 

 

持続的発展 

施策ғ分 

事業名 

(施設名) 
事業内容 

事業 

主体 
備考 

８ 

教
育
の
振
興 

(1)学校教育関連

施設  
   

 校舎 
学校校舎改修整備 

校舎修繕࣭改修࣭補修、屋上防水等 
町  

教職員住宅 
教職員住宅改修整備及び撤去 

外壁等修繕、適正化のための撤去等 
町  

 給食施設 
学校給食センタ࣮施設整備事業 

連続炊飯器、自動制御盤、食缶、食器箱等 
町  

その他 校務用コンピュ࣮タクラウド化事業 町  

 教育用コンピュ࣮タ整備事業㸦更新㸧 町  

 学力向上対策デジタル教材活用事業 町  

 
図書館再整備事業 

他町有施設㸦文化ホ࣮ル㸧への移転整備 
町  

(3)集会施設、体

育施設等 
   

集会施設 標津町生涯学習センタ࣮改修整備事業 町  

 標津町文化ホ࣮ル改修整備事業 町  
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持続的発展 

施策ғ分 

事業名 

(施設名) 
事業内容 

事業 

主体 
備考 

８ 

教
育
の
振
興 

 川໭生涯学習ࢭンタ࣮改修整備事業 ⏫  

 体育施設 

体育施設改修整備事業 

総合体育館ࠊ鳩ヶ丘࣭川໭体育館ࠊ温水プ࣮ࣝࢫࠊケ

࣮トࣜンクࠊ球場ࠊパ࣮クࣝࢦフ場等 

⏫  

。4〃過疎地域持続

的発展特別事業 
   

 幼児教育 

保育教諭確保ᑐ策事業 

保育免許ྲྀࡢ得支援࡜奨学金ࡢ償還支援ࠊࡾࡼ࡟保育

教諭ࡢ安定的確保ࢆ図ࠊࡾ幼児教育ࡢ推進࡜保育ニ࣮ࢬ

ᑐ応ࢆ進ࠋࡿࡵ 

⏫ 
本事業ࡢ効果

 及ぶ࡟将来ࡣ

 

子育࡚支援員等研修事業 

無資格ࡢ保育従事者ࡢ研修会参加支援ࢆ行いࠊ幼児教

育ࡢ高度໬࡜担い手ࡢ安定確保ࢆ図ࠋࡿ 

 ࠌ ⏫

 高等学校 

標津高等学校卒業者就労支援事業 

 就職࡟至ࡗ࠿࡞ࡽた卒業生ࡢ⏫ࢆ会計ᖺ度任用職員

ࢫࡽࡀ࡞しࢆ就職活動ࠊࡵ進ࢆ就業体験ࠊࢀし࡚ཷ入࡜

キࣝࢵ࢔プ࡛ࡼࡿࡁう支援すࠋࡿ 

 ࠌ ⏫

 

標津高等学校存置ᑐ策事業 

 通学費࣭教材費ࡢ࡝࡞助成やࠊ高校ࡀ実施すࡿ自然環

境類型教育へࡢ助成ࢆ行うこࠊ࡛࡜魅力໬࡜入学者ࡢ安

定確保ࢆ図ࠊࡾ存置ᑐ策࡟資すࠋࡿ 

 ࠌ ⏫

 そࡢ他 

教職員ఫ宅改修整備及び撤去 

撤去後ࡲ⏫࡟たࡣ民間࡛整備すࡿ教職員等ఫ宅ࡢ整

備経費やࠊ⏫営ࡢ教職員ఫ宅ࡢ家賃ࡢ࡜ᖹ準໬ࡢたࡢࡵ

家賃補助ࡾࡼ࡟࡝࡞教職員ࡢ安定的確保ࢆ図ࡿこࠊ࡛࡜

本⏫ࡢ教育環境ࡢ整備࡟資すࠋࡿ 

 ࠌ ⏫

。5〃そࡢ他 子ࡶ࡝元気ࢵ࢔プ大作戦 ⏫  

 

ᲢᲮᲣ公共施設等総ӳ管理計ဒ等Ʊの整ӳ 

 

当該計⏬及び個別計⏬ࡢ理念࡜目的ࡢ࡜整合性ࢆ図ࠊࡽࡀ࡞ࡾ既存施設ࡢ利用促進ࠊ長ᑑ命໬及び適

正໬ࢆ進ࠋࡿࡵ 

 

 

 


